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FFPEサンプルを用いた次世代シーケンシング：
それは病理医に何を与えるのだろうか？

病理医は、日常的にホルマリン固定パラフィン包埋組織 (FFPES)を使用し診断を行ってい
る。FFPESは診断に紐付けされ、長期保存され過去の症例にさかのぼりレトロスペクティ
ブな解析が可能となる。現在では、病理組織検体からの遺伝子解析はがん等の確定診断、
未知な疾患原因の解明、治療標的候補の探索に用いられてきている。病理医は、多くの
場合 FFPES作製に携わり、臨床情報、組織形態、免疫染色による形質、腫瘍の不均一
性や均一性についての情報を有している。これらの情報は、均一な形態な腫瘍からの転座
遺伝子の推測、希少な腫瘍の集積解析、その時点では確定診断が困難であった症例の呼
び起こし、同一患者からの腫瘍を既往と比較するなど、病理医ならではのアドバンテージ
を活かした効率の良い研究へと繋げることが可能となる。今回は、病理診断に基づき組織
形態学、分子生物学、および次世代シークエンシングを活用した遺伝子変異同定について
自験例をもとに概説したい。

日時：
会場：　

2019年 5月9日（木）  12：00 ~ 12：50
<第 7会場＞　ホールD5

国立がん研究センター　中央病院　
病理・臨床検査科 / 遺伝子診療部門 ; 研究所　分子病理分野
森 泰昌 先生

演者：

東京医科歯科大学　大学院医歯学総合研究科　包括病理学分野
北川 昌伸 先生

座長：

《ご注意》
本大会のランチョンセミナーをご聴講いただくには整理券が必要になります、
当日の朝、参加受付開始時間に合わせて、B2F・ホール E前ロビーの総合受付付近にて配布いたします。
整理券んは、数がなくなり次第、配布を終了させていただきます。


